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【平成２９年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

１０光子程度の大規模量子もつれ状態を作り、古典限界を超える量子情報処理の可能性を実証するこ

とを最終目標とした研究である。そのための基礎技術の開発を極めて精力的に推進しており、余剰光子

の抑制された並列化オンデマンド単一光源、制御 SWAP 回路、量子シャッターなどの実現を代表例と

して、当初目標以上の成果が上がっている。最終目標である大規模量子もつれの実現に向けて超えなけ

ればならない課題はまだ多いが、すでに得られた基盤技術を足がかりにして、期待以上の成果を創出す

ることが見込まれる。 

 


